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 子ども たちが表現し たい物や事象をイメ ージに合わせて自由に表現する 力を養っていく ため

には、 素材と の多く の関わり が必要である 。 素材への興味だけで終わら ず、 自ら の思いの表現

が身近な素材等を通して発揮でき る よ う にしていく 。

 月に2回、 通年を通して造形活動（ アト リ エ活動） の講師を招き 、 子ども たちの育ちに合わ

せた素材の選定、 及び保育活動を実践する 。 ま た、 継続的に子ども たちが遊びに取り 入れら れ

る よ う に日常的に保育室内に素材・ 画材を配置していく 。

 各月の前半のアト リ エ活動→素材を用いた微細運動活動

 各月の後半のアト リ エ活動→素材を用いたダイ ナミ ッ ク な活動

月の中で両面の活動を設定していく 。

・ 布（ 質感、 色、 大き さ に工夫）   ・ ク ラ フト 紙  ・ カッ プ

・ 画用紙  ・ 絵の具  ・ 袋（ 大き さ 、 色、 形に工夫）   ・ 寒天

・ 粘土（ 油、 土）     ・ ク レ パス   ・ 模造紙  ・ ス テープラ ー

・ 釘  ・ 金槌  ・ 木片  ・ 板  ・ 業務用ラ ッ プシート   など

 子ども たちの興味関心に合わせて、 天候などを考慮し ながら 素材の選定を行い、 通年を通し

て実践し た。 造形活動において講師を交えながら 、 子ども たちの興味と 気付き 、 保育展開につ

いて保育者も 学びを深めている 。 行った活動の一例で「 絵の具遊び」 が挙げら れる 。 絵の具の

ス タ ート と して、 室内で紙に描く も のと してス タ ート する のではなく 、 ま ずは絵の具がどんな

感触で、 どんな特性がある のかを感じ ら れる よ う 戸外で開放的に行った。



＜活動中の子供の姿・ 声、 子供同士や保育者と の関わり ＞

５ ． 振り 返り

＜振り 返り によ って得た先生の気づき ＞

 アト リ エ活動において、 講師から 道具の扱い方を 聞いたり 、 素材の提供を しても ら う こ と で、 子ど

も たちの遊びの広がり が見ら れた。 アト リ エ活動の内容については、 講師と 担任が子ども たちの様子

を 共有してから 素材の選定を し たり 、 気候を 見ながら 展開さ れる こ と が必要である 。 保育者の都合に

よ って保育活動が制限さ れてし ま う こ と がないよ う 、 事前の準備や環境構成の大切さ を 改めて感じ る

こ と が多かっ た。

 保育者主体の『 行事に合わせた造形活動』 ではなく 、 目の前にいる 子ども たちの姿や興味、 天候等

に合わせて保育活動を 行う こ と で、 自ら が遊びを 深めたり 、 年齢に応じ て協同的な活動が自然と 生ま

れる こ と に気付いた。

 ま た定期的に行われる こ と によ って、 講師と 共に子ども たちの姿を よ り 深く 観察する 機会と なる た

め、 一人ひと り の発見や気付き にも 、 保育者が気付く こ と ができ たよ う に思う 。 講師ら と 振り 返り の

時間を 設ける 中で、 環境の一部である 保育者の関り 方が活動を 左右さ せてし ま う こ と にも 気付いた。

日々の保育の中でも 、 子ども たち自ら が発見していく 喜びや共感から 生ま れる 遊びの展開を 見逃さ な

いよ う にしていき たい。

 通年を 通して行われる 身近な素材や画材と の遊びが継続的に行われる こ と で、 子ども たちの経験が

積み重なり 、 豊かな表現活動へと 繋がる ため、 園の文化と して今後も 図っていき たい。 ま た、 保育室

だけでなく 、 園庭や自然環境と も 融合さ せる こ と で、 遊びの広がり 、 素材を 使っ た開放的な表現活動

が展開さ れる こ と が見えてき た。 園庭と 保育室の流動的な活動によ り 、 子ども たちの遊びの広がり が

展開でき る よ う 努めていく 。

 戸外での絵の具活動では、 絵の具の感触に興味を 持つ子、 テーブルごと に異色を おいたこ と から 、

子ども たちが移動する こ と で、 少しずつ混色が起こ り 、 出来上がっていく 色の変化に興味を 持つ子の

姿が見ら れた。 感触が心地良いと 感じ た子は指先から 徐々に腕や足、 顔へと 広がり 、 自分の手形を

キャ ンバス と して用意し たロ ール紙につけたり 、 友だちの背中などの服に付けて楽し む子がいた。 ま

た、 大型パレ ッ ト で混色を 楽し むう ち、 パレ ッ ト 上で描ける こ と に気付き 、 描画を 楽し む子も いた。

混色に興味を 持つ子は、 次々にパレ ッ ト を 移動し 、 色の変化を 楽し んだり 、 保育者へやってみたい色

を 依頼する 声も 聞かれた。

 通年に渡り 保育者は、 それぞれが何に興味を 持ち、 どんな気付き 、 発見を 楽し んでいる かを 把握

し 、 継続的且つ子ども たちが発展的に楽し める よ う 、 素材及び環境構成を 工夫していっ た。



施設番号

施設名

施設所在地

法人名

１ ． 活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２ ． 活動ス ケジュ ール
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＜活動の内容＞

身近な音やリ ズムに親し む

と う き ょ う  すく わく プロ グラ ム活動報告書
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し ら さ ぎ保育園

板橋区成増5-19-40

社会福祉法人 興善会

乳児から 楽し める ”音”に焦点を当て、 それぞれの発達に合わせた音楽と の親し み方に広げ、 自

ら が生み出す音楽表現へと つなげていく ため。

・ 年間を通して身近な音（ 雨や風などの自然や声、 歌、 楽器から 奏でる メ ロ ディ ） に親し ん

でいく 。

・ 9月から 11月にかけて重点的に自然物や廃材を使い、 手造り 楽器を作成する 。

・ 本物の演奏(ミ ニコ ンサート )を見聞き 及び体験し 、 音に親し む楽し さ 、 関心を深める 。

・ 経験し たこ と を生活の中で継続的に行える よ う に環境を整えていく 。

・ 音楽やリ ズムに合わせて心地よ い体の動かし 方、 表現方法を経験する (みんなでおどろう )。

・ 日常の保育では、 サーク ルタ イム時に音に触れる 機会を設けている 。

・ 身近な楽器（ タ ンバリ ン、 すず、 ト ラ イ アングル、 カス タ ネッ ト など） に親し むこ と の出

来る よ う 保育室の棚等手に触れる 空間に配置する 。

・ 散歩時に自然物を収集し 、 廃材や様々な素材を用いて楽器作り （ 音が鳴る 素材） ができ る

よ う 保育環境を整える 。

・ プロ の演奏家と 打ち合わせし 、 子ども たちが慣れ親し んでいる 曲などを演奏しても ら う 。

（ 感化を受ける ）

・ 様々な音で身体表現ができ る よ う 保育室にス ペース を用意する 。

 保育園内には園庭、 室内等様々な音にあふれている 。 自然と 見聞き する 音に子ども たちが

主体的に関われる よ う 、 自然物楽器、 廃材楽器、 タ ンバリ ン等で遊びこ める ゾーニングをす

る 。

 ・ 上記の年間を通して行う 活動の中で、 深い遊びになってく る 11月下旬にプロ の演奏家を

招いて『 ミ ニコ ンサート 』 を開催する 。 子ども たちが慣れ親し んでいる 音や曲を演奏しても

ら う 中で、 子ども たちが感じ た音（ 音楽） を歌ったり 、 踊ったり 、 体を揺ら し ながら 楽し

む。 ま た、 5歳児は演奏終了後、 実際の専門的な楽器を奏る 体験をする 。

 ま た音楽に合わせて身体を動かすこ と に興味を持ち始めたと こ ろで、 『 みんなでおどろ

う 』 を開催し 、 リ ズムに合わせて様々な身体の動かし 方を経験する 。



＜活動中の子供の姿・ 声、 子供同士や保育者と の関わり ＞

５ ． 振り 返り

＜振り 返り によ って得た先生の気づき ＞

 音は子ども たちにと って身近なも のであり 、 子ども たちの周り には様々な音で溢れている 。 経験を 重

ねる う ちに何の音なのかがイ メ ージと 結びつく よ う になったり 、 感触と 音が結びつく よ う になる 過程が

見えてき た。 乳児でも 、 自然物遊びや素材遊びの中で、 偶然生ま れた物音に興味を持ち、 音を出す楽し

さ を 感じ る よ う になる こ と が分かっ た。 既製楽器だけでなく 、 遊びの中から 生ま れる 音を大事にし 、 日

常的に楽し める よ う 、 廃材などと の掛け合わせが子ども たちの興味関心をよ り 引き 出せる と 思った。

 ま た、 音には高低差がある こ と にも 気付き 、 幼児は様々な廃材を用いて楽器作り を し たり 、 友だちと

奏でて遊ぶ協同的な遊びが展開さ れる こ と が見えてき た。 子ども たちはタ ンバリ ン やカス タ ネッ ト など

の一定音だけでなく 、 ピ アノ などから 奏でら れる メ ロ ディ にも 興味を示す姿が見ら れ、 聴く 楽し さ と 奏

でる 楽し さ がある こ と に気付いた。 サーク ルタ イム で歌を歌っ たり 、 曲に合わせてダン ス し たり と 、 そ

の行為自体に意識がいってし ま いがちであっ たが、 "音"を楽し むと いう 原点を 忘れずに保育していく こ

と で、 様々な遊びが展開さ れていく のだと 思う 。

 今回は子ども たちの日常的に楽し んでき た音あそびから 、 プロ の演奏家によ る ミ ニコ ンサート を 実施

し 、 子ども たちの興味を よ り 深めら れたのではないかと 思う 。 ま た、 リ ズムあそび（ みんなでおどろ

う ） では、 テンポの違いを身体表現を通して感じ 、 音の楽し み方を 広く 捉える き っかけになっ た。

 日常の中で様々な音に興味を 持つ子ども たち。 聞き なれた担任の声に反応を 示す乳児の姿や、 雨や風

などの音の他、 緊急車両などのサイ レ ン などにも すぐ に反応を示し 、 乳児のう ちから 表情で何かを 訴え

る 姿が見ら れていた。 保育者は表情や何語から 読み取り 言葉にする 応答的な関わり を 繰り 返していた。

子ども たちにと って、 ”音”がと ても 身近なも のと 言える 。

 ・ 0歳児から 、 戸外活動で木の実や小石を収集する 子ども たちの姿が見ら れ、 集めら れる よ う な箱や

ペッ ト ボト ル、 袋などを 準備し たと こ ろ 、 指先や手をし っかり と 使い、 容器に入れよ う と する 子ども の

姿が見ら れた。 収集する 際に容器に落ちる 音や、 振った際に出る 音に興味を持っていたため、 保育者と

共に手造り 楽器遊びを行った。

 ・ 幼児は廃材を使いながら 、 入れる 物や容器によ って奏でら れる 音の違いに興味を示し 、 協同的に遊

びを 展開する 姿が見ら れた。 ま た、 年長 児から 下級児に対して自然物と 廃材を掛け合わせて作った手作

り 楽器を プレ ゼント する 姿も 見ら れ、 異年齢児の交流が生ま れていた。

 ま た、 保育室内に木琴を玩具と して配置し たと こ ろ、 叩く と こ ろ によ って音の高さ に違いがある こ と

に気付く 年長 児の姿が見ら れた。 はじ めは叩く こ と で奏でら れる 音に興味を示していたが、 徐々に慣れ

親し んだ曲を 奏でる 姿が見ら れる よ う になってき た。

 ・ ミ ニコ ン サート では、 音楽を全身を使って楽し む姿が見ら れた。 ク ラ ス 毎に集ま って参加していた

が、 気持ちが高ま ってき て、 自ら がス テージに立って踊っ たり 、 歌っ たり する 姿が見ら れた。 子ども た

ちの様子に合わせてマイ ク を渡し たと こ ろ 、 マイ ク を 手にも って歌をよ り 一層楽し む子の姿が見ら れ

た。 その楽し い雰囲気を 感じ 、 0歳児の児も 様々な楽器や年長 児の元へ駆け寄り 、 関心を示す姿が見ら

れた。

 年長 児の演奏体験では、 普段触れたこ と がないよ う な楽器を 演奏家から 教えても ら い、 奏でる 楽し さ

を味わっていた。 ミ ニコ ンサート 後は楽器を 手作り してみたり と 、 幅広く 表現活動を楽し んでいた。

 ・ 年度末に行った3歳児以上を対象に行ったリ ズムあそび（ みんなでおどろ う ） では、 園で聞き 慣れ

ている よ う な音楽に合わせて身体を 動かし たり 、 様々なテンポ、 曲調に合わせて身体を揺ら し たり 、 動

かし たり する 遊びを行っ た。 講師の言葉掛けや動き に興味を持ち、 見よ う 見ま ねで参加し ながら も 、 表

現を 楽し んでいた。
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＜活動の内容＞

身近な環境と 運動遊具を使った遊び（ ス ト ラ イ ダー）

と う き ょ う  すく わく プロ グラ ム活動報告書
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し ら さ ぎ保育園

板橋区成増5-19-40

社会福祉法人 興善会

園庭環境を十分に生かし 、 運動遊具を取り 入れ、 遊びの広がり を持つ。

遊びの難し さ や楽し さ を感じ ながら 、 繰り 返し 行う こ と で成功への探求へと 結びつい

ていく と 感じ たため。

 通年を 通して、 園庭にス ト ラ イ ダー及び自転車があり 、 幼児期頃よ り 憧れや思いが強く

なっていく 傾向にある 。

〇5月 「 ス ト ラ イ ダー体験」 を 実施（ 講師によ る パフ ォ ーマンス と 乗り 方指導）

〇ス ト ラ イ ダー体験以降

 園庭に常設し 、 子ども が自ら 主体的且つ協調的に取り 組んでいく

（ 活動のためにどのよ う な環境を 設定し たか、 準備し た素材や道具）

・ ス ト ラ イ ダー  ・ 車輪止め  ・ ヘルメ ッ ト   ・ 自転車

・ ラ イ ンカー   ・ ガイ ヤフィ ールド  ・ 築山

※衝突防止のため、 回遊でき る よ う グラ ウ ンド にラ イ ンカーでト ラ ッ ク を 引き 、 走行を 一方

向に限定する 。

 通年を 通して、 園庭にス ト ラ イ ダー及び自転車があり 、 幼児期頃よ り 憧れや思いが強く

なっていく 傾向にある 事が前提にある ため、 5月に外部講師によ る 交通安全の啓発も 兼ねて、

ス ト ラ イ ダー（ 自転車） 体験を 行う 。

・ 講師によ る パフ ォ ーマンス は全園児対象に行う が、 乗車については3歳児以上を 対象に実

施。

・ 転倒や衝突防止の為、 ヘルメ ッ ト を 必ず着用してから 実施する 。 ス ト ラ イ ダーにま たが

り 、 ま ずは足を 着地さ せ、 身体を 支えら れる かを 確認する 。 脚の力でス ト ラ イ ダーを 前進さ

せる と 共に、 止ま り 方を ま ずは伝えていく 。 ク ラ ス ごと に実施し 、 子ども の様子を 見ながら

援助していく 。 ま た、 ス ト ラ イ ダーを 十分に扱えている 児に対しては、 自転車に乗車でき る

よ う 身近な環境（ 園庭） に常設しておく 。



＜活動中の子供の姿・ 声、 子供同士や保育者と の関わり ＞

５ ． 振り 返り

＜振り 返り によ って得た先生の気づき ＞

 園庭の環境が芝生や植栽がある エリ アと グラ ウ ンド に大き く 分けら れおり 、 子ども たちに

と って、 ス ト ラ イ ダーや自転車乗車に適し た場所が分かり やすいこ と が、 日常の保育の中で

子ども たちが選択的に運動遊具を 取り 入れら る と 感じ る 。

 ま た身近な環境も 一人ひと り の興味関心によ って、 自然⇔遊具と 横断的な遊びが展開さ

れ、 それぞれの遊びの発見（ 主体的かつ選択的） に繋がっていき 、 日々の遊びが豊かになる

こ と が分かっ た。

 保育の中で、 苦手なこ と やでき ないこ と がある と すぐ に諦めてし ま っ たり 、 そのこ と を 避

けよ う と する 姿も 多く 見ら れる が、 ス ト ラ イ ダーに関しては出来る よ う になる ま で積極的に

取り 組む姿が多く 見ら れる 。 はじ めは出来無く ても 、 少しずつ自身で成長 を 感じ ら れる こ と

がレ ジリ エンス も 含めた豊かな人間性へと 繋がっている よ う に思う 。

 こ のよ う に、 子ども たちが自身の成長 を 感じ 取り やすい遊びや活動が、 自信へと つなが

り 、 様々な活動へ意欲的に臨める のではないかと 感じ ら れる 。

（ 活動の内容、 活動中見ら れた子ども の姿、 保育者と の関わり 等）

 3歳児以上を 対象にス ト ラ イ ダーの乗車を 行っている 為、 2歳児から 進級し た児はス ト ラ イ

ダーへの憧れを 持っている 様子で、 意欲的に参加していた。 家庭で乗り 慣れている 児はス

ムーズにス ト ラ イ ダーを 操っている が、 経験がないであろう 児は、 サド ルに着座し ながら ”乗

る ”と いう 行為自体に戸惑う 姿が見ら れた。 中には、 う ま く 乗り こ なす友人に対し 「 すごい

ね」 「 ○○く ん上手」 と 声を かける 姿が見ら れる 。

 ま た、 園庭にス ト ラ イ ダーの他、 段階を 踏んで楽し める よ う 自転車も 準備しておく 。 ス ト

ラ イ ダー体験当日は、 5歳児は自転車を 主と して活用する 。 はじ めはう ま く 乗れないも のの、

「 やめたい」 などの消極的な声は聞かれず、 主体的に転んでも 何度も チャ レ ンジする 姿が多

く 見ら れた。 身近な環境（ 園庭） に常設する こ と で、 継続的に自転車練習に励んだり 、 友だ

ち同士で応援し 合う 姿が見ら れた。

 園庭でのス ト ラ イ ダーや自転車の練習に積極的に取り 組む姿が見ら れた。 徐々に脚を 離

し 、 ス ムーズに乗れる よ う になる と 自身で成長 を 感じ る こ と ができ 、 「 先生見て」 や乗れる

よ う になっ たこ と を 嬉し そう に報告する 子ども の姿が見ら れた。
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１ ． 活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２ ． 活動ス ケジュ ール

３ ． 活動のために準備し た素材や道具、 環境の設定

４ ． 探究活動の実践

＜活動の内容＞

身近な生き 物

と う き ょ う  すく わく プロ グラ ム活動報告書

66-1113

し ら さ ぎ保育園

板橋区成増5-19-40

社会福祉法人 興善会

 身近な生き 物を観察し たり 、 触れたり する こ と で、 生き 物への興味を深めていたため、

様々な環境で暮ら す生き 物への関心を広げていく 。

・ 通年

園庭(ビオト ープ周辺領域)や戸外活動で虫などの生き 物や水の中の生き 物をたく さ ん観察し た

り 触れたり し ながら 、 図鑑などを用いて様々な環境に暮ら す生き 物を 知り 、 探究していく 。

・ 6月

移動動物園でウ サギやモルモッ ト 、 ヒ ヨ コ などの鳥類やポニーと 触れ合う 機会を持つ。

・ 7月

園外保育にて水族館へ行き 、 海の生き 物を知り 、 よ り 一層の深い学びへと 向かう 。

・ 図鑑  ・ 虫眼鏡  ・ 虫網  ・ 飼育ケース   ・ えさ

 

〇「 移動動物園」 の実施 ふれあいやえさ やり ができ る よ う コ ーナーを分ける

〇ビオト ープと の違いや水族館にて海の生き 物、 川などに住む淡水魚を知る

・ ビオト ープ周辺領域や戸外活動を通して、 虫を観察し 、 触れる 。 その際、 時間をかけて観

察でき る よ う 虫眼鏡に虫を捕獲する 。

・ 子ども たちのつぶやき を聴き ながら 、 園で飼育する こ と ができ る よ う 飼育ケース などを準

備し 、 飼育する 際にはどんなえさ が必要なのか、 図鑑など で調べていく 。

・ 飼育する も のによ って変態していく 様子を観察する （ カブト ムシ）

・ 身近な生き 物と の関わり が醸成する こ と によ って、 様々な生き 物がいる こ と に気づく 。 そ

の中から 小動物に興味関心を抱き 、 ふれあいやえさ やり を通じ て、 動物ごと の特性（ 大き さ

やえさ の違い、 鳴き 声など ） を体験を通して知っていく 。

・ 園内ビオト ープや水槽で水の中の生き 物（ 淡水魚） に興味を持ち、 関心を深めてき たと こ

ろで、 海の生き 物を見る 機会を設け、 関心を広げていく 。



＜活動中の子供の姿・ 声、 子供同士や保育者と の関わり ＞

５ ． 振り 返り

＜振り 返り によ って得た先生の気づき ＞

 身近な自然（ ビ オト ープ周辺領域） では、 水生昆虫、 バッ タ 、 カマキリ 等多く の虫たちと 出会う こ

と ができ る 。 園庭探索を 幼少期よ り 多く 行ってき たこ と も あり 、 気の合う 友だちと 様々な虫探し を 楽

し む姿が多く みら れる 。 出会っ た虫と のその後の関わり 方が年齢ごと に異なり 、 年齢が上がる と と も

に、 飼育してよ り 身近に感じ ながら 観察し たいと いう 思いが高ま ってく る 様子が伺えた。 飼育ケース

に入れた後、 生物の飼育環境を 整えていこ う と 図鑑で調べたり 、 進んで世話を する 子の姿が見ら れ

た。 低年齢児は虫に興味を 持ち、 探すこ と や集める こ と に関心が向いている が、 徐々に生き 物自体へ

の関心を 深め、 探究心が高ま っていく こ と が分かっ た。

 移動動物園でウ サギやモルモッ ト などの動物と 触れ合う 際には、 初めて動物と 触れ合う 子にと って

は、 期待と 怖さ が入り 混じ っ た様子が見ら れていた。 し かし 、 友だちや保育者が触れ合う 姿を 見て、

徐々に恐怖心が和ら ぎ、 自ら 手を 伸ばす姿が見ら れ始める 。 絵本や図鑑から 動物の存在を 知っていて

も 、 触れ合う 環境によ って、 子ども たちがその生き 物に感じ る 思いに差が出てく る こ と を 実感し た。

保育者の関わり 方や、 触れ合い方を 改めて丁寧に行っていき たい。

 様々な生き 物と 触れ合い、 関心を 深めてき た年長 児と 共に、 興味の幅を 広げら れる よ う 水族館訪問

を 実施し た。 園庭環境と の違いや図鑑と 比べながら 、 実際の大き さ や動き に終始関心を 寄せていた。

自分が発見し たこ と や経験し たこ と を 友だちと 共有し 、 知識を 得る 喜びへと 繋げている 様子も 伺え、

実体験の大切さ を 感じ た。

 今回、 通年に渡り ビ オト ープ周辺領域における 身近な生き 物と の触れ合いと 、 そこ から 派生する 移

動動物園や水族館訪問などの機会から 、 子ども たちの興味関心に合わせて探究でき る 環境構成が工夫

でき たと 思う 。 今後も フィ ールド ワ ーク を 取り 入れながら 、 よ り 一層探究でき る よ う 整えていき た

い。

 身近な自然（ ビ オト ープ周辺領域） の中で出会う 虫（ ヤゴ、 ダンゴムシ、 テント ウム シ、 バッ タ 、

カマキリ 等） については、 どこ に多く 生息している のかを 把握し 、 得意げに下級児に教え、 虫探し を

楽し む姿が見ら れた。 幼少のこ ろから 園庭探索を している こ と で、 2歳児頃から 掌に集める 姿がよ く 見

ら れる よ う になる 。

 3歳児に頃になる と 、 「 持って帰り たい」 と の声が聞かれ始め、 保育室内で飼育ケース に入れて観察

する 姿が見ら れ始めた。

 身近な生き 物と の関わり が醸成する と 様々な生き 物がいる こ と に気づき 、 小動物と 触れ合う 機会を

『 移動動物園』 と して設ける 。

・ ポニーなどの背中に乗る こ と に恐怖心を 持つこ の姿はほぼ見ら れないが、 鳥類を 恐れる 児の姿が見

ら れていた。 羽を 広げたり 、 鳴き 声、 予測でき ない動き を する こ と に驚く と と も に、 それが「 怖い」

と いう 言葉で言い表す子も いる 。 仕切り を 一枚隔てる こ と で、 近距離でも 餌やり を し たり 、 観察する

こ と ができ る 子も いた。

・ 保育室内に図鑑を 準備しておく こ と で、 様々な生き 物に興味を も ち、 図鑑を 広げて興味を 深める 姿

が見ら れた。 写真でわかり やすいこ と も あってか、 自身で絵本を 楽し む際には、 物語絵本よ り 、 図鑑

を 好んで広げる 姿が多く 見ら れた。 図鑑を 広げながら 指差し を し 、 友だちと 「 どれが好き ？」 や「 ○

○見つけた」 などと 会話を 楽し む姿が見ら れていた。

・ 生き 物への興味が深ま ってき たと こ ろで、 園内全体で学びを 伝える こ と の出来る 5歳児を 対象に水族

館へ園外保育を 実施。 水族館の生物ごと に最適な環境を 見たり 、 触れたり する 中で、 ビ オト ープと の

違いや発見し たこ と を 友だちや保育者に興奮気味に知ら せる 姿が見ら れた。


